
山 行 報 告 書

日時 ２０１９年８月２４日（土） 天候

山名 脊振山系　洗谷沢登り

ＣＬ こーちゃん 参加者

（コース）

（コメント）

（交通費/人）　各自自家用車

（その他/人）　
費用概算

キトク橋駐車場8:40・・・入渓点9:20・・・(洗谷)・・・12:20終了点12:50・・・13:40縦走路
・・・アンノ滝・・・16:00キトク橋駐車場

猛暑が続く中で、脊振山系の洗谷へ沢登りへ行ってきました。
参加者は、会員４名と私の友人２名の総勢６名です。
キトク橋駐車場に８：３０集合で、身の回りを整えて、先ずは自己紹介です。
今回は、９月入会予定のＩ手さんも参加されました。
洗谷ルートの一般道を進み、適当な場所を見つけて、入渓することにしました。
ここで、足回りを沢靴に履き替えて、いよいよ遡行開始です。
少し進むと砂防堤が２つあり、ちょっと入渓が早すぎたかなとも思いましたが、特に問題
なく高巻くことが出来ました。
ここから、本格的な渓谷が続きます。　いくつかの斜め滝を越えて進むと、ゴルジュの滝
があり、ここは登れそうにないので高巻きました。
その後も、斜め滝を越えて進むと、ぎりぎり登れそうな滝に遭遇しました。　ここは、私が
先に登り、ザイルを使って慎重に登ることにしました。　多少苦戦する人もいましたが、
全員無事登ることが出来ました。
その後も豊富な水量の中の気持ち良い遡行が続きました。
高度約700mの地点で、大きな滝に遭遇したため、ここで沢登りを終了することにしまし
た。　昼食を取り、足回りを登山靴に戻して、下山開始しました。
ところが、少し下ったところで道が不明瞭になり、このまま登山道を下るのは危険と判断
し、一旦稜線まで登り、一般道を下ることにしました。　アンノ滝を経由するコースで下山
し、予定より少々遅い１６：００にキトク橋駐車場へ到着しました。
九州の夏山は暑さとの戦いなので、沢登りでの涼しい山行は快適でした。
(記：こーちゃん)

曇りのち雨

忍太郎、yuka★、Ｉ手(９月入会)、こーちゃん友人２名（総勢６名）

× 終了点 

× 入渓点 


